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②
テ
レ
ビ
が
あ
る
。
③
昔

の
よ
う
に
時
間
的
、
経
済
的
余

裕
が
な
い
ー
な
ど
が
あ
り
、
こ

の
た
め
お
と
な
は
ど
う
受
け
と

め
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

岡
崎
親
と
子
が
信
頼
し
合

う
間
柄
で
あ
る
よ
う
な
指
導
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会

に
お
い
て
も
同
じ
、
こ
の
よ
う

な
方
向
で
行
く
べ
ま
だ
。

こ
ど
も
の
行
動
を
見
て
い
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
親
と
同
じ

よ
ラ
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
た
い
せ
つ
な
ヒ

ン
ト
だ
と
思
う
。

一
金
橋
親
と
子
の
関
係
が
薄

果
を
あ
げ
ら
れ
た
豊
茂
支
館
運
一

営
委
員
の
菊
地
三
佐
子
さ
ん
一
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
親

(
五
十
六
才
)
。
@
櫛
生
地
区
同
一
は
子
に
文
化
を
伝
え
る
麟
鰹

和
対
策
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
櫛
一
得
旨
を
も
っ
て
お
り
、
鱗
轍

生
支
館
長
の
増
田
亀
師
さ
ん
一
こ
ど
も
は
そ
れ
を
ひ
き
麟
機

(
六
十
六
才
)
。
@
地
区
住
民
の
一
つ
ぐ
役
目
が
あ
る
o

こ

鵬

醐

社
会
教
育
に
つ
く
さ
れ
た
ほ
か
一
れ
が
親
子
の
関
係
だ
。
醐
離

と
く
に
生
活
改
善
事
業
に
つ
く
↑
こ
ど
も
は
、
自
分
の
醐
輔

さ
れ
た
相
生
支
館
長
の
二
宮
政
一
個
性
と
現
実
と
親
か
ら
醐
輯

夫
さ
ん
(
七
十
四
才
)
。
@
と
一
の
伝
承
に
よ
っ
て
実
行
醐
輔

く
に
健
康
運
動
と
と
も
に
生
活
一
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
輔
輔

改

善

運

動

、

各

種

学

級

の

推

進

一

だ

。

醐

瞳

に
つ
く
さ
れ
た
今
坊
支
館
長
の
一
こ
と
ば
以
上
に
態
度
融
輯

津
田
駒
太
郎
さ
ん
(
六
十
四
才
)
一
が
た
い
せ
つ
だ
。
歯
田
園

ら

が

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

一

畑

山

近

ご

ろ

の

子

錨

瞳

次
い
で
大
会
の
研
究
主
題
に
一
は
、
わ
が
ま
ま
が
多
過
麟
瞳

そ
っ
て
「
家
庭
の
日
」
の
実
践
一
ぎ
る
と
思
う
が
、
学
校
醐
圏

発
表
が
行
な
わ
れ
、
会
橋
立
-
で
は
逆
に
と
の
心
理
を
艦

上
(
六
十
四
一
区
)
の
矢
閥
一
義
一
利
用
し
て
、
こ
ど
も
た
醐
輔

さ
ん
(
二
十
九
才
)
、
長
浜
(
三
ち
自
身
に
一
年
間
の
実
輔
輔

十
一
区
)
の
永
木
一
美
さ
ん
(
小
一
践
目
標
を
立
て
さ
せ
て
必
勝

学

校

四

年

生

・

十

才

)

、

下

須

一

都

鶴

一

、

目

標

ど

お

り

は

闘

戒

・

大

久

保

(

百

二

区

)

の

日

一

園

圃

一
よ
く
実
行
し
て
い
る
。
圃
園

野

重

子

さ

ん

(

三

十

八

才

)

、

一

圃

圃

一

い

ラ

方

法

が

む

し

園

田

櫛

生

・

坂

谷

(

七

十

七

区

)

の

一

園

田

一
ろ
ほ
ん
と
ラ
で
は
な
い
闇
圏

生

田

八

重

子

さ

ん

(

四

十

七

才

ど

'

醐

輔

ら
が
、
わ
が
家
の
「
家
庭
の
日
」
一
か
と
恩
ラ

c

1

1

一
植
村
今
の
社
会
で
は
経
済

の
記
録
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
一

た
、
午
後
か
ら
は
三
つ
の
分
散
一
的
裏
付
け
が
な
い
と
だ
め
だ
。

会
を
開
き
、
「
う
ち
の
家
庭
は
一
経
済
が
豊
か
で
な
い
と
、
ほ
ん

今
の
ま
ま
で
よ
い
か
」
の
研
究
一
と
う
の
し
あ
わ
せ
は
な
い
。

主
題
の
も
と
に
、
け
親
と
子
一
裕
福
で
な
い
と
家
庭
の
円
満

の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
か
一
は
な
い
。

口
、
家
族
の
あ
い
さ
つ
が
行
な
一
利
益
の
多
い
仕
事
を
や
っ
て

わ
れ
て
い
る
か
の
二
つ
に
的
を
一
ほ
し
い
。

し
ぼ
っ
て
研
究
討
議
を
行
な
い
一
久
保
親
と
子
の
話
し
合
い

ま
し
た
。
こ
の
分
散
会
で
の
発
一
の
場
を
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な

言
者
の
ど
意
見
を
次
に
紹
介
し
一
問
題
を
話
し
合
う
と
よ
い
。
ま

ま

す

。

一

た

、

学

校

で

も

作

文

、

そ

の

他

で
指
導
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
。

山
口
近
ど
ろ
の
こ
ど
も
に

は
感
謝
の
気
持
、
忍
耐
の
気
持

が
足
り
な
い
。
こ
れ
は
親
の
し

つ
け
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

14，546人

(2月中の異動=転入

転出 81 出生 17

死亡 12 職権記載 5

職権消除 0=13人増〕

世帯数 3，893世帯

( 2月中の異動=
4世帯増)

人口

84 

『
家
庭
の
日
』

の
必
要
性
訴
え
合
う

民

公

自官

大

z
d
 

「
う
ち
の
家
庭
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
か
」
を
研
究
主
題
に

町
内
の
公
民
館
役
職
員
、
区
長
、
民
生
委
員
、
学
校
長
、

P

T
A
会
、
老
人
ク
ラ
プ
、
婦
人
会
、
青
年
間
の
方
た
ち
約
二

百
人
が
集
ま
っ
て
、
さ
る
こ
月
二
十
二
日
、
第
四
回
長
浜
町

公
民
館
研
究
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
と
の
日
行
な
っ
た

「
家
庭
の
日
の
実
践
発
表
」
や
「
分
散
会
」
で
の
討
議
で

「
家
庭
の
日
」
の
必
要
性
が
さ
ら
に
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

~:主

研
究
大
会
は
午
前
九
時
半
か
一
教
育
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
建

ら
始
ま
り
、
ま
ず
、
公
民
館
活
一
設
に
つ
く
さ
れ
た
出
海
支
館
運

動
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
一
営
委
員
の
本
田
重
太
郎
さ
ん

の
表
影
式
が
行
な
わ
れ
、
@
地
一
(
六
十
九
才
)
。
@
地
区
内
環
境

域
の
社
会
教
育
の
発
展
と
社
会
一
の
改
善
整
備
、
生
活
改
善
に
成

カぎな幸良‘-b、3月昭和46年 (1971年〉(1) 

A 
'工芸

で

「

親

と

子

」

の

こ

と

田
中
ろ
ま
く
ゆ
か
な
い
原

因
に
①
学
校
教
育
が
あ
ま
り
に

も
家
庭
に
食
い
入
り
過
ぎ
て
い

せたのけの愛出必く人
つ家本と口れ時ニのか中要意りやの津
だ庭回と先ば期宮手せ野だ見がさ理問
とを ばだな時 がぎ、。を必し解
患っ父でけら期家必家奥 尊要くが家
うく親なでなに庭要庭園 重だてぷ庭
。るのくない考のでに し 。 明 要 の

こしてくとえあはは間 合 るだ用
とつは、思てりな外題 ろ い。満
がかだ心ち行方いかが こ 人 に
たりめか。かはから多 と 聞 は
いしだら なそ。のいがづ主

し反る ととよ 者まの たく る言書
林 て面老老が、う親の和え考増い「親ののい

ほ、人人た親にの方解てえ回せ動子も話て
母し甘」はい自見態かのお方 つ作のよしお
親 い や に 「 せ 身 て 度 ら あ く の 昔 だ 」 愛 い 合 く
か。かなこっ、いをすいべ遠の。で情。いな
ら さつどだ姿るこべさきい人 表は のり
「 なても。勢かどきつだをと わ口 習
愛 いほに ををもだは。よ現 すだ 慣親
の よし好正考が。、 く代 こけを子
ー ういかすえど若わのとでつで
声 にがれこるのい き人もなけ伝
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る 金あ iI家庭の日」あって
よ橋 vt i 
ぅ L、i わが家はしあわせ
にあ...Ic- ; 
すい C ! iI 
るさ戸、 i 、 ，，' I( 

にっこ i tJグ必磁ldf¥七J
はが = 二/駅徒長切 三~主L'¥庁、 ; ~. "<I..it=l" r江主制1'¥ ¥ ' 
、実 ωa "'"み(五五4. A t'!7'1< ' ¥ 
学 行こ i 曹oぬ&a合
校でと 1 ベ'-JfJ6fi

坂
東
出
か
せ
ぎ
家
庭
が
あ

ま
り
に
も
多
く
、
父
親
の
あ
り

方
な
ど
話
し
合
え
る
状
態
で
な

、υ唱
宮
本
人
間
性
を
取
り
も
ど

す
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
。
八

十
ニ
才
に
な
る
お
ば
あ
さ
ん
が

死
に
場
所
を
さ
が
し
て
い
た
と

い
ラ
事
例
が
あ
る
が
、
こ
の
例

な
ど
を
見
て
も
や
は
り
「
話
し

合
い
の
場
」
が
必
要
だ
。

東
こ
ど
も
の
心
の
中
や
家

庭
の
中
に
常
に
「
お
か
あ
さ
ん

の
に
お
い
(
存
在
)
」
を
お
く

こ
と
も
た
い
せ
つ
だ
。

永
木
る
す
を
す
る
場
合
な

ど
「
消
し
炭
」
な
ど
で
伝
言
を
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λ

た
」
〆
与
す

lv

…
春
が
き
た
。
卒
業
の
春
、
入

ヨ
J
L
¥
一

一

一

学

の

春

、

進

学

の

春

、

就

職

の

凶
」
ゴ
¥
予
5

…
一
春
、
そ
し
て
花
の
春
、
行
楽
の

思

諜

明

「

…

一

春

と

、

し

ず

心

な

く

に

ぎ

や

か

凪

型

住

リ

耳

慣

」

竺

な

季

節

で

あ

る

V
春
と
は
「
張

1
4

一
る
」
伸
張
す
る
の
意
か
ら
き

一

Z
Z
E
l
i
z
-
-
i
z
E・E-Biz-iL
一
た
名
前
で
あ
る
。
「
木
の
芽
も

が
、
た
と
え
ば
、
し
ゅ
う
と
め
と
一
は
る
の
」
と
昔
の
歌
や
文
章
に

嫁
と
の
聞
に
、
も
め
ご
と
が
あ
一
は
よ
く
出
て
く
る

V
弓
を
張
る

っ
た
場
合
な
ど
、
次
の
日
に
で
↑
で
ま
も
の
が
は
れ
る
、
歌
に
め

も
や
は
り
嫁
の
方
か
ら
先
に
あ
一

一
り
は
り
を
つ
け
よ
、
気
ば
る
、

い
さ
つ
や
断
り
を
い
う
方
が
よ
一

し

一

欲

ば

る

、

が

ん

ば

る

な

ど

と

亀
田
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
一
「
は
る
」
の
使
い
方
に
も
い
ろ
い

い
う
こ
と
は
「
親
切
運
動
」
で

7
つ
あ
る
。

V
人
生
に
と
っ
て
は

も
あ
る
。
私
は
相
手
が
こ
ど
も
一
青
春
時
代
が
こ
の
季
節
の
名
前

で
あ
れ
、
自
分
の
方
か
ら
あ
い
一
を
借
用
し
て
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り

さ

つ

を

し

て

い

る

。

一

一
で
あ
る
。
伸
び
ゆ
く
青
春
、
若

「

家

庭

の

日

」

↑

人

の

春

、

ヤ

ン

グ

パ

ワ

i
、
実

の

こ

と

一

に

す

ぼ

ら

し

い

ゼ

ネ

レ

l

三

岡
崎
公
民
館
活
動
の
中
に
一
ン
で
あ
る

V
若
者
の
い
る
家
庭

「
家
庭
の
日
」
を
取
り
入
れ
た
一
は
活
気
が
あ
ふ
れ
、
若
者
の
多

こ
と
は
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
一
い
社
会
は
元
気
に
満
ち
て
大
き

思

う

。

↑

な

発

展

が

約

束

さ

れ

る

V
わ
が

山
口
毎
日
が
「
家
庭
の
日
」
一
長
浜
町
は
ど
ラ
で
あ
ろ
う
か
。

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
一
合
併
当
初
人
口
二
万
五
百
人
の

各
家
庭
が
都
合
の
よ
い
日
に
一

A

一
と
き
の
有
権
者
が
一
万
人
あ
ま

や
っ
た
の
で
よ
い
と
思
う
。
一

一l
。
そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
一

せ
め
て
月
に
一
日
く
ら
い
を
一

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
え
一
万
八
千
人
の
と
き
も
、
四
十
年

る
「
話
し
合
い
の
日
」
に
し
た
い
二
万
六
千
人
の
と
き
も
、
そ
し

西
山
「
家
庭
の
日
」
に
は
↑
て
四
十
五
年
国
勢
調
査
一
万
四

商
工
会
な
ど
に
も
協
力
を
願
っ
一
千
人
と
な
っ
て
も
有
権
者
一
万

て
お
菓
子
な
ど
の
特
売
を
し
て
一
内
外
が
あ
ま
り
動
い
て
い
な
い

も
ら
い
、
そ
の
日
は
家
族
全
員
一

V
若
い
人
の
比
率
は
年
々
下
が

家
に
早
く
帰
っ
て
「
家
庭
の
日
」
一
り
続
け
て
い
る
。
青
年
団
は
四

を
実
行
に
ラ
っ
す
よ
う
に
し
て
一

は

ど

ラ

か

。

一

畳

半

で

総

会

が

で

き

る

よ

う

な

坂
東
「
家
庭
の
日
」
に
つ
一
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

V

い
て
の
教
育
を
公
民
館
で
や
っ
一
長
浜
は
秋
の
た
そ
が
れ
を
と
お

て

ほ

し

い

。

一

り

越

し

、

冬

山

の

枯

木

の

に

ぎ

宮
本
「
家
庭
の
日
」
は
A
寸

一
わ
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で

後
、
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
一

一
は
な
か
ろ
う
か
。
今
こ
そ
春
を

ゆ
く
の
で
は
な
い
ミ

d

ぅ

↑

せ
め
て
月
に
一
日
く
ら
い
は
あ
一
呼
ぼ
う
。
若
者
の
春
を
再
び
迎

っ

て

ほ

し

い

。

↑

え

よ

う

。

長

浜

臨

海

工

業

の

伸

兵
頭
「
家
庭
の
日
」
の

P
R
一
展
を
呼
び
水
と
し
て
、
若
さ
の

を
有
線
放
送
で
や
っ
て
ほ
し
い
一
町
に
脱
皮
し
よ
う
V
古
い
衣
を

高
左
「
家
庭
の
日
」
は
家
庭
一

一
脱
ぎ
捨
て
て
、
軽
快
な
春
の
装

い
う
も
の
の
意
義
を
知
る
と
一

い
う
こ
と
に
あ
る
と
思
う
の
で
一
い
に
着
替
え
よ
う
。
あ
す
の
長

各
部
落
内
で
も
話
し
合
い
の
場
一
浜
の
栄
光
の
た
め
に
、
若
者
ょ

を
も
つ
よ
う
に
し
、
家
庭
へ
伝
一
多
く
長
浜
に
と
ど
ま
ろ
ラ
。

え
る
よ
ラ
に
し
て
は
と
思
う
。

===一一一一
r

発
言
者
(
敬
称
略
)
=
=
一
三
一
=
=
一
三
=
=
=
=
=
=
=
一
一
三
=
一
一
一
三

(

)

内

は

住

所

年

令

田
中
奥
左
衛
門
(
出
海
・
五
十
六
)
、
岡
崎
愛
次
郎
(
櫛
生

・
七
十
一
一
)
、
金
橋
寿
幸
(
長
浜
・
六
十
一
己
、
畑
山
伊
佐
夫

(
青
島
・
五
十
二
・
植
村
基
(
出
海
・
八
十
一
)
、
久
保
七

郎
(
長
浜
・
五
十
八
)
、
山
口
美
千
子
(
長
浜
・
五
十
八
)
、

津
田
駒
太
郎

2晶
・
六
十
四
)
中
野
鹿
雄
(
今
坊
・
六
十
七
)

奥
田
卯
十
郎
(
出
海
・
六
十
一
二
〉
、
ニ
宮
邦
(
豊
茂
・
五
十
八
)

本
田
信
子
(
出
海
・
六
十
一
二
)
、
坂
東
武
男
(
櫛
生
・
四
十
)
、

宮
本
幹
之
進
(
長
浜
・
六
十
八
)
、
東
春
秀
(
今
坊
・
四
十
一
)

永
木
タ
マ
ル
(
長
浜
・
四
十
一
二
)
、
増
田
亀
師
(
櫛
生
・
六
十

六
)
、
林
定
子
(
柴
・
四
十
八
)
、
藤
堂
敏
(
今
坊
・
二
十
三
)

亀
田
四
郎
(
豊
茂
・
七
十
八
)
、
矢
間
マ
サ
子
(
今
坊
・
四
十
八
)

窪
月
義
(
柴
・
五
十
五
)
、
服
部
ミ
ド
リ
(
今
坊
・
五
十
五
)

西
山
晶
子
(
出
海
・
四
十
五
)
兵
頭
都
(
出
海
・
四
十
七
)
高

左
潔
(
長
浜
・
五
十
四
)

中た だ い か 現 づのたも い「尋 ほっい運 言
に 食矢。人ら代け人い使亀せ勉官藤しそこ動量
取事閣 のも人て 。せえ回つ強己堂いくと 」言
りや 話、 i処反つる だ 」 と 。今ば の 喜
入 愛母 しやと分対によ使とだいい 夜」一室
わの親 合はいしにしろい思とうっ かをつき
て 手の いりうて 、まにふうい気ー ら使と童
ほを愛 が年よしすうかる。ラ持」 でうし重
し、の た寄うまぐのたし 態，も もこて三
い 家こ いりなろにがづを 度 つ 自 始と「言
。庭も せととのか明け次 がま分 めを暖言
のつ つ若とがた治てに たりが てきか霊

なきい方先 い① あ てかこつ るな効で童
林んなつがに服とはい小ほらどけ窪。け東果教主(

でのて先起部いずさ学し、もが れ がえ言語
ども でくにき う かつ校い手はた小 ばあある雲藁
の話いれ「たしこしをで。本親いさ 、いるの歪は
場し ろるすとゆといし 調 にをせい とさ 。が三分
合合いよみをうだ。な査 なまっこ どっ 手芸散
でえろうまなと。②いし るねだろ もは っ言蚕
もるななせどめ てこた よる。か は親取童画
そ。こふん、の れど結 うもまら不か り童景
う とん」嫁私 くも果 にのたの安ら早三)
だ がいとのが さは、 しだ、しがし く言
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る
方
、
そ
れ
に
、
児
童
や
老
人

福
祉
施
設
に
入
っ
て
い
る
方
、

ね
た
き
り
老
人
、
交
通
事
故
に

あ
っ
て
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
な
ど
に
送
り
ま
し
た
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
六
年
長
浜
町
消
防
一
こ
と
し
表
彰
さ
れ
た
団
員
は

団
出
ぞ
め
式
は
、
三
月
七
日
日
一
次
の
か
た
が
た
で
す
。

曜
日
午
前
九
時
半
か
ら
、
長
浜
一
門
消
防
庁
長
官
表
彰
】
戎
忠

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
団
員
凶
百
一
男
(
団
長
〉
O

六
人
、
消
防
車
二
台
、
ポ
ン
プ
一
門
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
〕

十
三
台
が
出
動
し
て
行
な
わ
れ
一
河
村
登
(
白
滝
分
団
長
)
。

ま

し

た

。

一

門

県

知

事

表

彰

〕

清

水

棟

雨
に
た
た
ら
れ
た
昨
年
と
は
一
(
櫛
生
分
団
長
)
、
渡
辺
都
卓

ち
が
っ
て
、
こ
の
日
は
青
空
の
一
(
白
滝
分
団
一
部
部
長
)

好
天
に
恵
ま
れ
、
出
動
し
た
団
一
門
県
消
防
協
会
長
表
彰
〕
徳

員
は
、
県
知
事
代
理
の
矢
野
松
一
回
敬
四
郎
(
大
和
分
団
一
部
部

山
県
事
務
所
長
、
大
洲
警
察
署
一
長
)
、
次
家
誠
(
長
浜
分
団
五

長
代
理
の
芝
次
長
、
香
川
郡
消
一
部
部
長
)
、
津
田
龍
雄
(
喜
多

員
防
団
連
合
会
長
、
井
上
県
議
会
一
灘
分
団
一
部
部
長
)
、
久
保
正
一
菊
池
正
利
、
小
川
政
雄
(
大
和
一
団
員
)
、
浦
田
清
男
(
出
海
分
一
ご
報
告
一
選
挙
の
不
在
者
投
票
は
、
こ
一
こ
れ
ま
で
は
、
「
私
は
こ
れ
こ

詰

一

八

時

存

在

員

臨

時

七

四

五

世

話

[

一

日

間

関

J
r
h
p
f一
七
百
万
の
h
h
d
-
m山
口
元
日

す
分
団
ご
と
に
小
隊
訓
練
、
京
/
一
増
田
大
洋
(
櫛
生
分
団
一
部
班
一
員
)
、
村
上
義
満
、
西
村
賢
聖
一
員
)
、
久
保
田
一
一
一
千
治
(
白
滝
一
一
た
お
一
集
わ
け
ど
さ
一
目
も

ιγ
一

を
プ
操
法
、
分
列
行
進
な
ど
を
台
、
一
長
)
、
小
森
良
男
、
西
村
兼
夫
一
飛
田
盛
茂
、
一
宮
博
、
藤
田
阪
一
分
団
一
一
部
団
員
)
、
谷
口
一
三
郎
一
一
末
金
一
桐
い
ま
せ
ん
一
在
者
票
育
へ
ゆ
け
一
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

を
び
き
び
と
ひ
ろ
ラ
し
ま
し
た
o

一
(
長
浜
分
団
三
部
班
長
て
西
一
喜
、
森
内
顕
、
津
田
初
男
(
大
一
(
白
滝
分
団
一
一
一
部
団
員
)
、
熊
一
一
歳
募
一
布
町
内
の
一
一
一
同
一
一
品
川
済
見
投
一
一
が
で

-HU
抗
日
U
川

市

十

日

目

訓
次
い
で
消
防
活
動
に
功
績
の
一
村
健
(
出
海
分
団
一
一
部
班
長
)
一
刊
一
一
日
間
計
十
時
三
塁
(
白
滝
分
団
四
部
団
員
)
一
一
昨
仲
間
婦
人
会
の
一
こ
れ
は
公
職
選
挙

rr正
一
費
用
も
か
か
る
な
ど
の
こ
と
か

っ
た
団
員
五
十
九
人
の
表
官
一
門
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
〕
一
惣
谷
夫
次
郎
(
白
滝
分
団
四
部
-
移
動
届
は
一
週
司
可
こ
一
一
一
方
に
お
願
一
に
よ
っ
て
こ
う
な
っ
た
も
の
で
一
ら
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

び

式

が

行

な

わ

れ

る

と

と

も

に

一

成

田

忠

(

大

和

分

団

一

部

班

長

一

団

員

)

。

一

有

線

放

町

宮

町

一

i
[
一「

1

1

1

1

1

1

1

一
い
し
て
実
一

一
一
町
長
の
式
辞
、
妻

A

の
祝
辞
な
一
回
測
正
月
、
山
崎
広
見
、
浅
田
一
門
町
長
表
彰
〕
上
田
章
夫
、
一
家
を
建
て
か
え
た
り
、
改
章
一
覧
し
ま
叫
た
四
十
五
年
歳
一

-
2
7
j

け
ど
が
あ
り
E
午
前
式
を
終
了
、
一
登
喜
男
(
長
浜
分
団
一
部
団
員
)
一
回
測
嘉
太
郎
、
竹
内
時
三
郎
、
一
な
ど
で
有
泉
女
送
電
話
の
一
時
一
す
け
合
し
運
動
の
結
果
は
み

z

-

l

i

f

-

-

7

J

び
ひ
き
つ
づ
い
て
町
内
行
進
と
長
一
中
村
佐
喜
男
、
奥
田
健
市
、
主
国
泉
(
長
浜
分
団
六
部
班
長
)
一
取
り
除
き
引
た
い
と
き
は
、
一
な
さ
ま
は
じ
め
長
浜
仏
教
会
、
石

i
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
~

き
浜
大
橋
で
ポ
ン
プ
一
斉
放
水
を
一
ケ
滝
三
樹
雄
、
奥
田
良
馬
(
長
一
池
蓮
華
夫
(
長
浜
分
間
四
部
団
一
せ
め
て
一
週
間
前
に
は
届
出
を
一
九
十
五
区
こ
ど
も
会
、
沖
浦
地
可
投
票
で
き
る
方
~

行
な
い
、
つ
め
か
け
た
多
ぜ
い
一
浜
分
団
三
部
団
員
)
、
梶
尾
二
員
)
、
池
下
利
男
、
西
岡
忠
義
一
し
て
く
だ
さ
い
。
一
区
中
学
一
年
生
ご
一
岡
、
長
浜
一

の
見
物
者
で
に
ま
わ
い
ま
し
一
正
、
桑
野
信
明
(
櫛
生
分
団
二
賀
栄
敏
夫
(
喜
多
灘
分
団
一
部
一
一
日
か
二
日
前
に
な
っ
て
急
一
幼
稚
園
、
出
海
小
学
校
児
童
会
一
一

J
J
ι

今
回
は
、
昭
和
お
年
4
月
刊
は
日
以
一

一部

1
8
1、
上
田
俊
厚
、
車
旦
団
員
)
、
永
田
弘
、
東
冨
士
男
一
に
申
し
込
ま
れ
ま
し
て
も
、
そ
一
と
同
校
教
員
の
み
な
さ
ん
方
の
戸
片
仁
作

ま
た
、
こ
と
し
は
、
期
待
の
一
子
高
生
分
団
一
一
部
団
員
)
一
(
宣
言
分
団
一
一
部
団
員
)
村
一
の
日
そ
の
日
の
仕
事
の
予
定
が
一
暖
か
い
ご
協
力
で
、
一
干
三
万
一
品
一
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
昭
和
何
年
二

青
島
句
婦
人
団
員
も
堂
々
出
動
一
回
丸
一
郎
宙
空
団
一
部
団
一
上
寿
男
福
寺
団
一
部
団
員
)
一
号
、
と
希
望
に
そ
え
な
い
こ
一
四
百
五
十
六
円
も
の
募
金
し
一

f
院

一

ゃ

月

日

以

前

か

ら

本

町

の

住

民

と

し

一

じ
て
注
目
を
あ
び
ま
し
た
。
一
員
て
宮
田
春
利
、
下
回
峯
生
一
下
坂
富
美
雄
(
櫛
生
分
団
二
部
一
と
が
あ
り
ま
す
の
で
。
一
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

FJrbd一

U
J
r
d
l
ι

て
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
。
(
選
一

石

山

口

百

四

つ

挙

権

、

被

選

挙

権

の

な

い

方

は

除

~

ま
し
た
。
今
ま
で
勤
め
た
こ
と
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
一

h

U
同一

も
な
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
技
ど
う
に
か
ぎ
を
み
つ
け
、
五
戸

hhお
に
…
…
く
。
)

も
な
く
、
な
に
を
し
よ
う
:
と
人
が
手
を
つ
な
い
で
や
っ
て
お
二
一
九
汗
小

ι

そ

の

こ

と

を

考

え

る

ば

か

り

で

り

ま

す

。

可

人

い

す

け

は

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
私
は
、
寂
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
可

J

ヨ
間
一

ι品
γ

一

そ
ラ
な
こ
ど
も
の
た
め
に
、
聞
で
知
ら
さ
れ
る
交
通
事
故
o

F

J

「

一

寸

先

:

口

棋

倒

す

-

家
庭
に
い
て
で
き
る
仕
事
を
と
そ
の
た
び
に
暗
い
思
い
を
す
る
戸

h
h
A
古

一

3

3

~

洋

裁

を

選

び

、

マ

マ

さ

ん

生

の

は

、

け

っ

し

て

私

だ

け

で

は

一

一

一

や

町

事

G

~

徒

と

し

て

松

山

皇

居

一

年

な

い

と

思

い

ま

す

円

一

一

十

分

に

一

一

品

川

、

一

J
L
4
7

九

汗
h
u
h
-
wた
ひ

と

り

の

人

が

交

通

事

故

で

な

一

一

行

員

一

寸

一

く
し
こ
ど
も
に
大
け
が
を
さ
せ
く
な
ワ
て
い
る
と
い
ラ
こ
と
で

U

Y

正

室

長

L

戸
」
~

て
し
ま
い
ま
し
た
o

で

も

母

の

す

が

、

こ

の

中

に

は

、

交

通

規

一

叫

即

日

革

繭

酔

明

1

1

-

大
き
い
助
け
と
こ
ど
も
た
ち
に
則
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
日
亡

M

主

主

幡

宮

高

曽

川

励

ま

さ

れ

、

や

っ

と

去

来

す

る

そ

の

原

因

の

多

く

を

し

め

て

い

二

可

叫

除

草

「

仁

一

る
の
で
;
え
ま
す
。
「
二
一
一

t

山

E

4

5
一

度
と
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
生

3

r

山

斗

l
O
A
A
A
K
匂

旺

-
F
~

命
を
、
ど
う
か
も
っ
と
た
い
せ
一

h

u

一

t
v

￥
商
問
記
〓
メ
州

足
し
て
く
だ
さ
い
グ
」
と
叫
一
〔

E

一

宮

園

自

去

時

島

亀

一

今

ご

ろ

に

な

っ

て

、

白

人

の

一

一

…

1
時

期

〉

一

死
ん
だ
原
因
は
「
白
信
過
剰
」
丁

i
p
v
h
j
J

か
ら
く
る
「
油
断
」
に
あ
っ
た
一
一

1
盛

跡

調

戸

む

一

と

思

ラ

の

で

す

。

私

の

さ

つ

に

こ

官

閣

3

E
前

時

六

百

未
熟
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
気
を

U

E

t

f

巴

ず

問

、

つ

け

て

い

た

ろ

う

に

・

。

「

初

一

川

直

純

益

}

心
に
返
れ
」
の
こ
と
ば
が
私
の
二

4
4
4

・
5

h

胸
に
こ
み
あ
げ
て
や
み
ま
せ

ζ

t

ん
o

一
山

人
が
長
野
県
大
町
市
と

塩
尻
市
の
商
工
業
の
振

興
状
況
を
調
査
す
る
た

め
第
一
班
と
し
て
出
発

3
月
4
日
帰
町
。

3
・
叩
長
浜
町
漁
業
協
同
組

A
口
の
役
員
句
人
が
、
長

野
県
大
町
市
と
塩
尻
市

の
排
水
に
と
も
な
う
公

害
の
実
態
調
査
を
す
る

た
め
出
発
、

3
月
リ
同
日

帰
町
。

ど
協
力
ほ
ん
と
に
あ
り
が
と

ラ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遅
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お

こ
の
募
金
は
全
額
、
町
内
の

貧
し
い
家
庭
、
病
院
で
長
い
間

療
養
生
活
を
お
く
つ
て
お
ら
れ

-aAm---e----e
・・・・・・
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・・・0
・・・
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を
行
な
う
。

2

・
W

通
産
省
四
国
通
産
局

県
公
害
課
、
県
産
業
立

地
課
の
各
係
官
が
来
町

産
業
公
害
事
前
調
査
の

た
め
の
現
地
踏
査
を
行

な
ラ
。

2
・
幻
昭
電
社
員
第
一
次
採

用
者
の
う
ち
、
初
人
が

長
野
県
大
町
工
場
へ
技

術
研
修
の
た
め
出
発
。

2
。
mm

町
商
工
会
の
役
員
村
山

開発関誌

団
長
ほ
か
砂
人
を
表
彰

(2) (171号〉

2
・
旬
昭
電
本
社
か
ら
技
術

者
が
来
町
。
昭
電
専
用

船
の
接
岸
施
設
に
つ
い

て
最
終
的
打
ち
合
わ
せ

|こ l

寸1， 1

lかl
り

は
印
鑑
だ
け

|で

出ぞめ式おわる

不
荘
者
投
票
の
手
続
が
慣
利
に

Eまカまな

一
回
十
四
年
七
月
、
だ
ら
だ
ら

一
と
雨
の
続
い
た
あ
と
で
し
た
。

一
久
し
ぶ
り
に
そ
の
日
は
雨
も
な

一
く
、
主
人
や
人
夫
の
人
た
ち
も

一
仕
事
に
出
か
け
て
行
っ
た
あ
と

春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な
一
月
一
日
ま
で
の
六
日
間
。
そ
れ
一
で
し
た
o

き
ょ
う
も
ま
た
忙
し

わ

れ

ま

す

。

↑

ぞ

れ

行

な

い

ま

す

。

一

い

一

日

の

始

ま

り

で

、

家

事

の

こ
と
し
は
、
時
期
が
ら
、
運
一
長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協
議
一
雑
用
を
終
り
、
ほ
っ
と
し
た
と

動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
く
に
慎
一
会
で
も
こ
の
目
標
で
運
動
を
進
一
き
、
有
線
放
送
か
ら
流
れ
る
芦

重
に
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
一
め
て
ゆ
き
ま
す
が
、
と
く
に
期
一
が
ふ
と
耳
に
は
い
り
気
が
か
り

行
な
い
ま
す
。
一
間
中
は
、
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
守
一
で
し
た
。
「
警
察
の
方
、
事
故

前
期
は
、
入
学
期
を
捕
え
、
一
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
日
一
日
↑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
帰

①
新
入
学
の
児
童
や
園
児
を
守
一
標
を
か
か
げ
て
、
有
線
放
送
や
一
っ
て
く
だ
さ
い
」

る
こ
と
を
章
一
点
に
、
四
月
五
日
一
広
報
車
で
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
一
そ
の
十
分
ぐ
ら
い
の
の
ち
、

か
ら
十
日
ま
で
の
六
日
間
。
一
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
一
私
の
家
に
「
事
故
」
だ
と
い
ろ

後

期

は

、

お

花

見

や

ド

ラ

イ

一

さ

い

。

一

こ

と

が

知

ら

さ

れ

ま

し

た

。

私

ブ
な
ど
の
行
楽
期
を
捕
え
、
一
町
民
総
ぐ
る
み
で
、
こ
の
運
一
は
「
と
に
か
く
生
き
て
い
て

①
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
一
動
に
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
一
グ
」
と
、
た
だ
そ
の
こ
と
を
願

無
ほ
う
運
転
の
追
放
運
動
を
重
一
お
願
い
し
ま
す
。
一
い
な
が
ら
車
で
現
場
へ
向
い
ま

点

に

、

四

月

二

十

六

日

か

ら

五

一

一

し

た

。

傷

つ

い

た

ふ

た

り

は

、

i転運車は貞
i 落転で、義三
二を黒おき十

i度誤田とん二
i とっかとく;?区
i帰てらし足
iら約長の "'I 尾
iぬ三浜七工崎
i人十に月土幸 l
i と M 下、エ子 i

なのる普本さ
つ谷途通安ん

i た底中自誌の i
i 0 へ 、動ごち夫

幸 子(31才)

新
入
学
問
児
童
@
岡
国
間
見

を
守
ろ
う

幸畏

区

(
4
月
墨
田

t
4
月
叩
日
)

32 

尾 崎

よ与、

行
楽
期
の
事
故
防
ご
う

(
4
月
お
日

1
5
月
1
日
)

す
で
に
役
場
の
車
で
運
ば
れ
帰

っ
て
く
る
途
中
で
し
た
。
主
人

の
赤
い
血
と
、
侶
に
ま
み
れ
た
姿

を
見
た
と
き
、
目
を
お
お
い
た

く
な
る
よ
う
な
無
惨
な
姿
で
し

た
。
「
だ
い
じ
よ
う
ぶ
グ
?
、

し
っ
か
り
す
る
の
よ
W
圃
」
と
い

う
と
、
「
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」

と
い
っ
た
も
の
の
、
も
う
ひ
と

り
の
人
は
、
「
ウ
ウ
ワ
ウ
」
と

苦
し
む
う
な
り
声
。
「
ど
ラ
か

死
な
な
い
で
グ
が
ん
ば
っ
て

ね
・
」
と
祈
る
み
ん
な
の
願
い

も
か
い
も
な
く
、
ふ
た
り
と
も

騒
ぎ
の
中
に
息
た
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
粉
々
に
切
り
き
ざ
ま

れ
て
い
く
よ
う
な
頭
の
中
に
、

「
あ
ん
な
に
じ
よ
う
ず
だ
っ
た

の
に
・
:
」
「
運
転
だ
け
は
任
せ

て
お
け
」
と
い
つ
も
言
っ
て
い

た
こ
と
ば
が
暗
の
中
の
光
の
よ

う
に
浮
ん
で
く
る
。

そ
の
日
か
ら
の
私
た
ち
の
生

活
や
寂
し
さ
は
、
こ
と
ば
に
言

い
表
わ
す
こ
と
も
で
ぎ
な
い
も

の
ば
か
り
で
す
。
六
歳
を
上
に

四
歳
と
七
か
月
の
三
人
の
こ
ど

も
。
そ
れ
に
病
床
に
つ
い
た
父

そ
し
て
母
と
私
。
こ
の
五
人
の

生
活
が
私
の
肩
に
か
か
っ
て
き

こんなゆ

るやかな道路から矢じるしのように

3月昭和46年 (1971年)

貞義さんが転落した現場，

転落した。
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品
茸
か
な
生
活
へ
の
え

の
方
と
話
を
し
て
み
る
と
、
病
一
た
「
隣
は
な
に
を
す
る
人
ぞ
」

人
は
皆
、
豊
か
な
生
活
を
望

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
労
と
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
日
ご
ろ
、
「
健
康
」
と

「
経
済
力
」
と
、
そ
し
て
も
う

一
つ
、
「
話
し
合
え
る
家
庭
」

が
あ
れ
ば
、
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
と
恩
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
、
こ
の
う

ち
あ
ま
り
に
も
「
経
済
」
、
つ
一
人
が
あ
っ
た
り
、
家
族
が
い
が
↑
の
ご
と
く
個
人
主
義
な
世
の
中

ま
り
「
金
」
の
と
と
に
目
が
向
一
み
あ
っ
て
い
た
り
、
果
て
は
、
一
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
だ

き
す
ぎ
、
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
一
「
離
婚
」
や
「
死
」
ま
で
思
い
一
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
い
く
中
で

話
し
合
い
の
あ
る
家
庭
な
ど
二
一
つ
め
て
い
た
ー
な
ど
大
へ
ん
苦
一
「
話
し
合
ラ
」
と
い
う
こ
と
の

も
三
も
次
に
な
っ
て
い
る
の
で
一
し
ん
で
お
ら
れ
る
ご
ょ
う
す
で
一
意
義
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ

は
な
い
か
と
嘆
か
ず
に
は
お
れ
一
し
た
。
そ
し
て
私
に
い
ろ
い
ろ
一
ら
れ
ま
し
た
。

ま

せ

ん

。

一

な

こ

と

を

打

ち

明

け

て

話

し

を

一

今

、

婦

人

会

や

公

民

館

で

は

先
般
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
一
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
「
家
庭
の
日
を
実
践
し
よ
う
」

せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、
あ
の
一
方
、
話
が
終
っ
て
い
わ
れ
る
に
一
と
、
こ
の
運
動
に
本
格
的
に
取

家
庭
こ
そ
豊
か
な
(
し
あ
わ
せ
一
は
、
「
あ
な
た
に
話
を
し
た
ら
一
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

な
)
家
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
一
胸
の
中
が
ス

l
ッ
と
し
た
」
と
一
と
お
り
、
私
も
つ
く
づ
く
そ
う

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ざ
そ
の
家
一
言
っ
て
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
一
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
問

一言一一=言言ムマ-z-Y-三======wZE--z-v--Z三==一====ムマ・A-v-三一=EEz---ai--z-Yユ三一言=====一
'
A

，.孟
-v一ニ===一
Z

三一言ZAマ・ゐ
V

一三z=======

.

‘

‘

.

4

h

v

の
入
学
児
童
数
は
別
表
の
と
お

二
百
円
二
了

T
品

川

町

臥

ハ

り

で

す

。

も
っ
と
話
し

合
う
こ
と
を

lまヵーrな幸良

入
学
お
め
で
と
う

3月

桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
は

じ
め
、
入
学
式
が
間
近
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
く
入
学
さ
れ
る

と
ど
も
さ
ん
を
お
も
ち
の
お
母

さ
ん
は
、
喜
び
の
中
に
も
「
ラ

ち
の
子
は
、
ま
じ
め
に
先
生
の

い
う
こ
と
を
き
く
か
し
ら
・
:
」

な
ど
と
、
や
は
り
不
安
の
い
ろ

は
隠
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
み
な
さ
ん
の
お
子
さ
ん

を
あ
ず
か
る
学
校
側
の
立
場
か

ら
小
中
学
校
校
長
会
長
の
久
保

七
郎
先
生
に
代
表
で
つ
ぎ
の
よ

う
な
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
あ
さ
ん
方
、
ぜ
ひ
、

こ
ど
も
さ
ん
に
読
ん
で
聞
か
せ

て
あ
叩
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

な
お
、
各
小
学
校
の
と
と
し

女(人)I合計(人)
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昭和46年 (1971年)

46年度小学校新入学児童数
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Fhd

只
U

A
守

n
u
o
r

只
u
7
'

只
u

ワム

4

，

aA日，

dE，

AE'

浜

灘

生

海

和

茂

滝

川

島

小学校別

多

柴

(3) 

長

喜

櫛

出

大

豊

白

戒

青

も
う
す
ぐ
一
年
生

239 

小
中
学
校
校
長
会
会
長

久

保

七

郎

も
う
す
ぐ
君
た
ち
は
一
年
生
。

な
か
よ
し
兄
さ
ん
姉
さ
ん
と
、

車
に
気
を
つ
け
学
校
へ
。

勉
強
時
聞
は
先
生
に
、

元
気
な
返
事
で
こ
た
え
ま
す
。

思
っ
た
こ
と
は
は
っ
き
り
と
、

み
ん
な
の
前
で
い
い
ま
し
ょ
う

お
昼
は
み
ん
な
と
行
儀
よ
く
、

よ
く
か
み
な
が
ら
食
べ
ま
し
ょ

民
ノ
。

休
み
の
時
間
は
元
気
よ
く
、

運
動
場
で
友
だ
ち
の

誰
と
で
も
な
か
よ
く
遊
び
ま
し

ょ
x
J

。

勉
強
す
ん
だ
ら
先
生
や
、

み
ん
な
に
別
れ
の
ご
挨
拶
。

右
側
通
行
わ
す
れ
ず
に

道
草
せ
ず
に
か
え
り
ま
し
ょ
う

も
ち
ぐ
君
た
ち
は
一
年
生
。

127 112 計A 
ロ

の
話
し
合
い
の
場
を
ぜ
ひ
つ
く

っ
て
ほ
し
い
、
取
り
も
ど
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
毎
日
が
「
家
庭
の
日
」
で
あ

る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
せ
め
て
、
み
ん
な
が
や

っ
て
み
よ
ラ
と
決
め
た
毎
月
五

日
は
、
と
ど
も
や
お
年
寄
り
が

待
ち
ど
お
し
い
日
だ
と
い
う
よ

う
な
日
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
だ
け
が
豊
か
で

あ
っ
て
も
、
家
族
の
ひ
と
り
に

下須戒

東冨幾子 51才

不
幸
が
あ
れ
ば
社
会
は
そ
の
家

の
豊
か
さ
を
差
引
き
「
ゼ
ロ
」

こ
ん
に
ち
は
グ
と
く
に
二
十

才
以
上
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で

す
か
?
国
民
年
金
係
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
国
民
年
金

に
入
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
日

ご
ろ
ま
だ
年
金
に
入
つ
て
な
い

方
か
ら
「
国
民
年
金
っ
て
:
・
?
」

と
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
、
ど
う

答
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
?
私
た

ち
係
で
は
実
は
こ
う
答
え
て
る

ん
で
す
よ
。
「
私
た
ち
が
年
を

と
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
ケ
ガ
を
し
た
り
病

気
を
し
た
り
し
て
働
け
な
く
な

っ
た
と
き
の
た
め
の
貯
金
で

す
。
そ
し
て
こ
の
貯
金
は
普
通

て の ち の 1 に家で関んをどきでいまなつ まう家はばよと
、掛が貯 = 私 」 躍し係心進をれ集感りりて近すと庭、、う計
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ま額すと =今 ohぅ 主 つ る 考 、 て と 悪 主 し ろ るらなか 0 す
りの掛は 4 、 話 かま なこ にお 話し い、 合は 心社たにとる
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も
う
す
ぐ
四
月

八
豊
か
な
生
活
へ
の
希
霊
と
ア
イ
デ
ィ
ア

V
マ
経
済
面
の
豊

か
さ
、
精
神
面
の
豊
か
さ
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
豊
一
か
さ
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
マ
一
千
字
以
内

八
お
た
ず
ね
に
答
え
て

V

マ
町
の
仕
事
に
か
ん
す
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
マ
字
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
、
わ
か
り
や
す
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

い
ず
れ
も
マ
た
て
書
き
マ
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
名
記
の
こ
と
マ
内
容
を
変
え

な
い
程
度
に
直
す
場
合
あ
り
マ
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
ム
あ
て
先
は
長
浜
町
役
場
総
務

課
広
報
係
。

原

茅

田

種

お
寄
せ
く
だ
さ
い

戸
外
で
遊
ん
で
帰
っ
て
き
た

お
子
さ
ん
に
丸
ご
と
与
え
る
と

子
ど
も
は
厚
い
皮
と
格
闘
し
て

や
っ
と
む
け
た
と
き
に
は
中
身

の
白
い
う
す
皮
は
ま
っ
黒
け
・
:

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
お
や
つ
の

と
き
は
ま
ず
手
を
洗
っ
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。



(4) (171号〉

よ

公社電話

よ
ダ
イ
ヤ
ル
化

4
月
下
旬
か
ら
開
通

長
浜
町
内
(
白
滝
は
除
〈
)
の
公
社
電
話
が
、
い
よ
い
よ
四

月
下
旬
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
り
通
話
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公
社
施
設
も
元
の
住
吉
神
社
あ
と
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
と
は
、
専
門
的
に
は
「
自
動
電
話
」
の
こ

と
で
、
近
隣
市
町
村
で
も
ほ
と
ん
ど
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
通
話
が
早
く
な
り
便
利
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
の
町
の
近
代
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
な
る
も

の
で
す
。

交
換
手
に
申
し
込
み
、
相
手
を
呼
び
出
し
て
も
ら
っ
て
話
が

で
き
る
こ
れ
ま
で
の
電
話
か
ら
、
自
分
が
ダ
イ
ヤ
ル
を
操
作
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
相
手
に
つ
な
が
り
話
が
で
ま
る
と
い
う

~=主

火災などの非常時の通報先(サイレシのある施設)

(有)は有線放送電話(呼)呼出し電話

119番長浜町役場は2局管内(長浜，喜多灘，相生，豊茂)からかけた場合だげ通
じますo' (3局管内からは通じません)

119番出海公民館は5局管内(櫛生，出海)からかけた場合だけ通じます。
管内からは通じません〉

カ雪な幸良.r.t三3月

ダイヤノレ化にともなう

昭和46年 (1971年)

火事のときは

(2局ここへ

ー

ー

こ
と
に
な
る
内
面
に
は
人
聞
が
行
な
う
仕
事
を
機
械
が
や
る
と

い
ラ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
最
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

そ
れ
は
機
械
は

4
戸
や
心
で
さ
し
ず
し
て
も
動
か
な
い
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
機
械
に
あ
っ
た
操
作
に
よ
っ
て
し
か
正

し
い
任
務
を
果
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

機
械
が
相
手
を
呼
び
出
し
て
く
れ
る
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
は
、

相
手
に
早
く
通
じ
る
こ
と
が
値
ラ
ち
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

「
正
し
い
操
作
」
を
す
る
こ
と
が
生
命
で
す
。
そ
こ
で
電
話
の

正
し
い
使
い
方
を
中
心
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
必
要
の
あ
る
も
の

を
次
に
述
べ
ま
し
た
。

正
し
い
操
作
で
機
械
を
最
高
に
働
か
せ
る
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

変
わ
る
こ
と

①

電

話

機

②

電

話

番

号

③

か

け

方

④

通

話

料

金

市
内
局
は
ふ
た
つ

長

浜

2
局

櫛

生

3
局

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
な
り
ま
す
と
、
加
入
者
番
号
の
頭
に

「
市
内
局
番
」
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
長
浜
町
内
(
白
滝

は
除
く
)
で
は
、
こ
ん
ど
市
内
局
が
長
浜
と
櫛
生
に
で
き
る
た

め
、
局
番
も
ふ
た
つ
で
き
ま
す
。

@
長
浜
の
市
内
局
番
は
2
局
で
、
長
浜
、
喜
多
灘
、
相
生
、

豊
茂
地
区
が
該
当
し
ま
す
。

@
櫛
生
局
の
市
内
局
番
は

3
局
で
、
櫛
生
と
出
海
地
区
が
該

当
し
ま
す
。

④
か
げ
方
の
順
序

受
話
器
を
は
ず
し
耳
に
あ
て
る
↓
相
手
の
電
話
番
号
の
ダ
イ

長浜の警察署は(2)1015に

110番は大洲の本署

署番 1背番でのたなも所浜とメ暑い
(は滅はこダがつーの警と j L--え一
本大、町のイ、 てー電察かジとばー
署洲一内ーヤこい O話官らがい -.0

警ーかーノレんま呑番派、強う警番
だ 察 O ら O 化どしに号出長いイ察と

町内の警察署の電話番号 け
の
番
号
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
う
っ
か
り
し
て
一
一

O
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
ま
す

と
大
洲
警
察
署
が
出
ま
す
。

n

U

R

U

 

軒

情

「、、

nγ

FD

のム

叩

滝

川

副

白

所

所

所

出

在

出

派

駐

派

官

官

官

察

察

察

警

警

警

浜

和

滝

長

大

白

「
大
洲
義
司
一

(有)3

(有)2

なし

なし

櫛生警察官駐在所

ヤ
ル
を
回
わ
す
↓
相
手
が
出
る
↓
話
す
↓
受
話
器
を
か
け
る
。

④
正
し
い
か
け
方

圃
受
話
器
を
耳
に
あ
て
る
と
「
ツ

i
シ
」
と
い
う
軽
い
連
続

音
が
聞
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
ど
う
ぞ
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
わ
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
ラ
合
図
(
発
信
音
)
で
す
。
必
ず
こ
の
音
を
確

め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

-
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
回
し
て
か
ら
離
し
て
く
だ
さ

い
。
む
り
に
指
で
も
ど
し
た
り
、
鉛
筆
・
な
ど
で
回
わ
し
た
り
す

る
と
、
ま
ち
が
つ
で
か
か
っ
た
り
、
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す

.
ダ
イ
ヤ
ル
を
全
部
回
わ
し
終
わ
っ
て
「
ツ

l
ツ
1
」
と
い

う
継
続
音
が
問
え
た
ら
、
相
手
に
つ
な
が
り
ま
し
た
と
い
ラ
合

図
(
呼
出
音
)
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
相
手
が
出
る
ま
で
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

-
ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
や
困
わ
し
終
っ
た
と
ま
に
「
プ
!
プ

i
」

と
い
う
音
が
聞
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
線
が
ふ
さ

が
っ
て
い
て
相
手
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
と
い
う
合
図
(
話
中
音
)

で
す
。
二
、
三
分
待
っ
て
か
ら
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
途
中
の
ひ
と
休
み
は
禁
も
つ

ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
五
秒
以
上
休
む
と
「
話
中
音
」
が
出
て
、

つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
後
の
数
字
ま
で
休
ま
ず

回
わ
し
ま
し
ょ
う
。

無
音
状
態
は
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
か
ら
五
秒
l
一
五
秒
く
ら
い
何
も
聞
こ

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
機
械
が
相
手
の
回
線
を
き

が
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

呼
出
音
は
十
聞
く
ら
い
は
待
ち
ま
し
ょ
う

相
手
が
い
つ
も
電
話
の
そ
ば
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
呼

出
音
が
四

t
五
回
で
「
出
な
い
」
な
ど
と
セ
ッ
カ
チ
に
切
ら
な
い

で
、
せ
め
て
十
回
会
一
一
十
秒
)
く
ら
い
は
待
ち
ま
し
ょ
ラ
。

④
市
内
通
話
の
か
け
方

相
手
の
八
市
内
局
|
加
入
者
番
号

V
の
順
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
回

わ
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
外
通
話
の
か
け
方

。
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
で
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
の
と

こ
ろ
へ
か
廿
る
場
合

(
こ
れ
を
「
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
」
と
い
う
)

相
手
の
八
市
外
局
番
l
市
内
局
番
!
加
入
者
番
号

V
の
順
に

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
わ
し
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
松
山
の
幻
局

の
2
7
2
3番
へ
か
け
る
場
合
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
十
回
つ
守
つ

け
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

(
松
山
の
市
外
局
番
)
(
市
内
局
番
)
(
加
入
者
番
号
)

D
8
9
9
1
1
1
6
2
1
ー

ー

ー

2
7
2
5

。
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
で
手
動
式
電
話
の
と
こ
ろ

へ
か
け
る
場
合

(
こ
れ
を
「
準
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
」
と
い
う
)

市
外
局
番
だ
け
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
相
手
局
の
交

換
手
が
出
ま
ず
か
ら
、
電
話
番
号
を
一
言
わ
れ
る
と
す
ぐ
お
つ
な

ぎ
し
ま
す
。

@
あ
と
で
通
話
時
間
や
通
話
料
金
が
わ
か
る
よ

う
に
か
り
た
い
と
き
。

た
と
え
ば
、
お
客
さ
ん
に
市
外
電
話
を
か
け
さ
せ
て

あ
げ
て
、
あ
と
で
通
話
料
を
請
求
し
た
い
場
合
な
ど

(
こ
れ
を
一

O
O番
通
話
と
い
う
)

一
O
O番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
八
あ
な
た
の
電
話
番
号
と
相
手
の

局
名
、
電
話
番
号

V
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
料
金
が
必
要
な
と

き
は
「
料
金
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
話
が
す
み

ま
し
た
ら
す
ぐ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電々公社は元の住吉神社あとに新築されています

闘

幽

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
黒
田
の
大
谷
久
吉
さ
ん
・
・
・
現

金
四
万
円
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
。
現
金
二
万
円
を
黒

田
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

マ
櫛
生
の
西
尾
七
五
三
雄
・
・
・
現

金
一
万
円
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
。

あ
り
が
と
う

公衆電話設置場所

日
午午午
後前前
1 11 10 
時 時 時
半 20 10 
1 分分
2 I I 
時午 10

後時
12 40 
時分
半

豊
茂
の
公
民
館

19 

午
後
2
時
泊
分
t
2
時
叩
分

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話

未

20 

日日
一一三平三fi耳「平←三戸|午

後前|後前前|後
2 9! 1 11 9 I 3 
時時|時時時|時
49 } I r i半 ['i
分午 I1 正 Ii 4 
1 後!日寺 午 10 I時
3 '2-I半時 |半
時時| 半
40 半
分

七
円
を
単
位
と
し
て
、
距

離
に
よ
っ
て
か
け
ら
れ
る
秒

数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

距
離
が
遠
く
な
る
に
し
た
が

っ
て
七
円
で
か
け
ら
れ
る
秒

数
が
短
く
な
り
ま
す
。

一
O
O番
通
話

21 

最
初
の
三
分
ま
で
が
基
本
料
で
、

本
料
の
%
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

以
後
一
分
増
す
ご
と
に
基

マ
豊
茂
の
大
野
守
さ
ん
・
・
・
金

封
を
豊
茂
の
公
民
館
へ
。

定

4
月
4
日

竹
日

怜
目

白
日

辻

医

院

石
村
医
院

米
川
医
院

岡
田
医
院

4
月
保
健
事
業
計
画
表

四
月
の
保
健
事
業
は
、
乳
児
相
談
と
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
注
射
、
検
診
、

B
C
G接
種
な
ど
を
行
な
う
予
定
で
す

が
、
本
紙
発
行
ま
で
に
日
程
が
定
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
四
月
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
目
前

に
回
覧
板
や
個
人
通
知
書
?
そ
れ
に
有
線
放
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
ず
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時r局 lfり論議長lh呉212通(: (ダイヤル化開局現在)

」主〓BL|官 尊去基金 =-r¥すに れ 話 出櫛話伊長の}

言[昔話|益軒許諾 ;J15建こ 12富ii言
言国司君 ♀ Z官民料 lh主主寝袋富豪語転量
三-Fー 金 日 h A 〈はまたぞ電'-' '-' '-'電さ

言|曜論告 書雪潜 2笠 j 理賭品番手町i長金時
71Z1ii;12 J蔵明言明暗認

円|一一 /'1~ 一一 一

千|制Hiji; ij翌年ii時
円|用|問I~E あ 若年干百官馬史2 2 

FHFlpitFiと(
時|時時時|時時時時
半!半 I I 1 10 半半半
I i I 正 101分 I I 1; 
10 I 2 午時 II 2 11 10 i 
時|時 半 I3 時時時|

半 |時 半 |
l手!ぎ

車|景車皇(諸
駅| 学 川 診 | の

前!校主審|喜
l横

第
一
回
狂
犬
病
予
防

注
射
と
畜
犬
登
録
日

一

と

こ

ろ

黒
田
み
か
ん
倉
庫
前

築
地
二
神
商
庖
前

池
内
石
油
庖
前

前
奥
橋
の
も
と

朝
日
パ
ス
停
留
所
前

曲
淵
パ
ス
停
留
所
前

大
和
の
農
協
前

一
出
海
の
公
民
館
前

一
櫛
生
隣
保
館

↑
須
沢
の
公
民
館
前

一
長
浜
町
役
場
前

一
喜
多
灘
の
農
協

一
青
島
の
漁
協
横


